
護
衛
艦
「
ゆ
う
ぎ
り
」
は
、
基
準
排
水
量
３
，
５
０
０
ト
ン
の
護

東
京
の
街
並
み
も
美
し
く
、
約
３
時
間
の
航
海
が
あ
っ
と
い
う
間
に

物
の
持
つ
迫
力
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
。」、「
護
衛
艦

対
処
行
動
に
２
回
従
事
し
た
。

し
て
、「
ゆ
う
ぎ
り
」
の
隊
員
に
よ
る
、
手
旗
信
号
や
喇
叭
の
吹
奏
等
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
の
疲
れ
を
癒
し
て
い

家
族
に
対
す
る
護
衛
艦
「
ゆ
う
ぎ
り
」
艦
内
特
別
公
開
と
、
一
般
来
場
者
に
対
す
る
一
般
公
開
も
併
せ
て
実
施
し
、

晴
海
埠
頭
を
彩
っ
て
い
た
。

る
こ
と
が
で
き
た
。」、「
自
衛
隊
へ
の
興
味
が
さ
ら
に
湧
い
た
。」
等
の
声
を
多
く
頂
い
た
。

の
意
見
を
頂
い
た
。

と
し
て
い
る
。

で
き
た
。」
等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

際
に
体
で
感
じ
て
も
ら
っ
た
。
体
験
者
か
ら
は
「
一
般
車
両
と
は
振
動
等
が
全
く
異
な
る
の
で
、
大
変
い
い
経
験
が

高
機
動
車
の
体
験
試
乗
で
は
、「
ゆ
う
ぎ
り
」
の
一
般
公
開
で
は
味
わ
う
事
の
で
き
な
い
、
装
備
品
の
動
き
を
実

東
京
地
本
は
、
今
後
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
場
を
活
用
し
、
よ
り
多
く
の
国
民
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く

海
を
実
施
し
た
。

埠
頭
へ
の
回
航
を
活
用
し
て
護
衛
艦
「
ゆ
う
ぎ
り
」
に
よ
る
体
験
航

体
験
航
海
当
日
は
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
４
０
０
名
が
参
加
し

み
な
と
祭
」
に
参
加
し
た
。

東
京
地
本
は
、
車
両
等
の
装
備
品
展
示
及
び
広
報
ブ
ー
ス
の
設
置
だ
け
で
な
く
、
今
年
度
は
、
募
集
対
象
者
と
ご

快晴の下、東京湾をクルージング
護衛艦「ゆうぎり」体験航海実施

衛
艦
と
し
て
１
９
８
９
年
に
就
役
後
、
様
々
な
演
習
等
に
参
加
し
、

た
。
体
験
航
海
実
施
間
に
は
、
艦
長
（
佐
瀬
智
之
２
等
海
佐
）
の
計

者
を
強
く
引
き
付
け
て
い
た
。
護
衛
艦
の
甲
板
か
ら
見
る
横
浜
の
港
、

東
京
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
隊
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
装
備

品
等
を
体
験
で
き
る
機
会
を
、
よ
り
多
く
提
供
し
、
魅
力
あ
る
広
報

一
般
公
開
に
は
、
両
日
と
も
長
蛇
の
列
が
で
き
、
延
べ
７
，
９
５
９
人
が
乗
艦
し
た
。
長
時
間
並
ぶ
来
場
者
に
対

特
別
公
開
に
は
、
募
集
対
象
者
58
名
が
参
加
し
、
艦
橋
・
操
縦
室
・
居
室
を
見
学
後
、
体
験
喫
食
と
し
て
「
ゆ

東京みなと祭に護衛艦現る
護衛艦「ゆうぎり」艦艇広報実施

東
京
地
本
は
、
平
成

年
５
月

27

日
（
金
）
に
横
須
賀
か
ら
晴
海

22

２
０
１
０
年
・
２
０
１
２
年
に
は
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
で
海
賊

速
射
砲
、
ア
ス
ロ
ッ
ク
、
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
操
作
訓
練
が
実
施
さ
れ
参
加

感
じ
る
程
、
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
護
衛
艦
か
ら
み
る
東
京
湾
内
の
景
色
が
と
て

も
綺
麗
で
し
た
。」、「
初
め
て
護
衛
艦
に
乗
艦
す
る
こ
と
が
で
き
、
本

内
で
の
海
上
自
衛
官
の
緊
張
感
あ
る
勤
務
姿
を
見
る
こ
と
で
、
海
上

自
衛
隊
の
仕
事
の
一
端
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」
等
、
多
数

が
で
き
な
い
護
衛
艦
で
の
東
京
湾
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
満
喫
し
て
い

乗
艦
者
は
、
体
験
航
海
を
通
し
て
、
日
常
生
活
で
は
味
わ
う
こ
と

ら
い
に
よ
り
、
搭
載
の
Ｓ
Ｈ
ー
60
Ｊ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
見
学
や
76
㎜

る
よ
う
だ
っ
た
。

活
動
を
実
施
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

27
年
５
月

東
京
地
本
は
、
平
成

23
日
（
土
）、24
日
（
日
）
に
東
京
港
晴
海
埠
頭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
東
京

東
京
み
な
と
祭
は
、
昭
和
16
年
５
月
20
日
（
日
）
に
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
両
日
合
わ
せ
て
約
９
０
，
０
０
０
人
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

来
場
し
た
多
く
の
方
々
に
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

う
ぎ
り
」
特
製
カ
レ
ー
を
食
べ
、
目
だ
け
で
な
く
胃
袋
も
大
満
足
で
艦
を
あ
と
に
し
た
。

た
。
乗
艦
後
は
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
護
衛
艦
の
装
備
等
を
、
興
味
深
く
見
学
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
た
い
。」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
た
。

見
学
後
、「
海
外
の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
る
護
衛
艦
の
迫
力
は
予
想
以
上
に
凄
か
っ
た
。」
や
、「
次
回
は
是
非
動

の
杜
野
ま
こ
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
た
。

ま
た
１
日
艦
長
と
し
て
、23
日
（
土
）
は
ア
イ
ド
ル
・
女
優
の
小
松
美
咲
さ
ん
、24
日
（
日
）
は
タ
レ
ン
ト･

声
優

さ
ら
に
、23
日
（
土
）
の
19
時
か
ら
22
時
か
ら
の
間
、
電
灯
艦
飾
が
実
施
さ
れ
、
美
し
く
輝
く
「
ゆ
う
ぎ
り
」
が
、

解
を
深
め
て
い
た
。

示
し
た
。
来
場
者
は
、
災
害
派
遣
等
の
テ
レ
ビ
放
送
で
見
た
こ
と
の
あ
る
車
両
に
興
味
を
持
ち
、
実
物
に
触
れ
、
理

装
備
品
展
示
は
、
第
一
師
団
の
支
援
を
受
け
指
揮
通
信
車
、
軽
装
甲
機
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
高
機
動
車
を
展

た
組
み
紐
体
験
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
・
制
服
等
の
試
着
を
実
施
し
、
来
場
者
は
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
、

ネ
パ
ー
ル
国
際
緊
急
援
助
活
動
等
の
写
真
パ
ネ
ル
も
展
示
し
、
来
場
者
か
ら
は
、「
自
衛
隊
の
海
外
で
の
活
動
の
リ

広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
自
衛
隊
の
イ
ベ
ン
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、
南
極
の
氷
の
展
示
、
海
上
自
衛
隊
か
ら
伝
授
さ
れ

ア
ル
さ
が
伝
わ
る
写
真
で
良
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

ク
タ
ー
と
「
ト
ウ
チ
君
」
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
来
場
者
か
ら
の
撮
影
等
に
応
え
た
。
愛
く
る
し
い
姿
の
ト
ウ
チ

君
は
一
際
目
立
っ
て
お
り
、
来
場
者
の
心
を
掴
む
と
共
に
、
東
京
地
本
の
Ｐ
Ｒ
に
も
余
念
が
無
か
っ
た
。

参
加
各
団
体
６
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
他
の
官
公
庁
各
機
関
の
キ
ャ
ラ

両
日
を
通
し
来
場
者
か
ら
は
、「
実
際
の
装
備
品
を
見
て
、
体
感
し
た
こ
と
で
、
よ
り
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め

行列を成す来場者

電灯艦飾

小松美咲 さん

杜野まこ さん


